
横壁中村遺跡では、縄文時代後期と比定した住居

が53軒を数える。調査区中央を北流する山根沢東

側で検出された住居が17軒、伴う列石６基、配石

５基、山根沢西側で検出された住居が36軒、伴う

列石１基、配石13基である。ここでは、横壁中村

遺跡全体を踏まえ、山根沢東側で検出された縄文時

代後期の集落様相について述べていきたい。

山根沢東側で検出された縄文時代後期住居は、

18区で５軒、19区で２軒、28区で４軒、29区で

６軒の計17軒あり、調査面積の狭い29区では集中

するように検出されている。時期は、確認できるも

ののすべてが称名寺１式期から堀之内１式期までに

収まり、堀之内２式期や加曽利Ｂ式期の住居は確認

されていない。時期別では、称名寺１式期が３軒、

称名寺２式期が５軒、堀之内１式期が７軒と、堀之

内１式期がやや多い。遺存状態が悪く、縄文時代後

期とのみ判断した住居も２軒あった。『横壁中村遺

跡（７）』で報告された土器埋設遺構の中には、住

居炉の可能性が指摘されているものが数基見られ

た。報告する調査区でも、さらに多くの住居が存在

した可能性は高いだろう。

縄文時代後期の集落様相を考える上で、縄文時代

中期の集落様相についても概観したい。横壁中村遺

跡の縄文時代中期では、大規模環状集落が営まれて

いたことが明らかになってきている。大規模な環状

集落は山根沢西側で検出されており、山根沢東側で

も環状集落ほどの密度ではないが住居を検出してい

る。環状集落の中央付近には広い空間が設けられて

おり、土坑や数軒の掘立柱建物が検出されたが遺構

数は少ない。墓域については明らかでない。縄文時

代中期の大規模環状集落が、どのように形成され変

容していったのか未だ結論は出ないが、加曽利ＥⅣ

式期頃には環状集落を形成しようとする意識は薄れ

てきたように思われる。

縄文時代後期になると、数軒の住居が、一定の間

隔を空け点在するように検出されるようになる。縄

文時代中期に形成された大規模環状集落は、縄文時

代後期にはいくつかのブロックに括れるような集落

に変容し、ある程度の期間同様の場所に住み続けて

いたことが伺える（第158図参照）。報告する調査

区では、特に29区でこのような傾向が顕著に見ら

れ、称名寺２式期から堀之内１式期の住居が隣接、

または重なるように建てられていた。また、称名寺

２式期である29区４号住居と堀之内１式期である

29区３号住居では、住居出入り口部付近にある同

じ立石をともに意識しているような検出状況も見ら

れた（第107図参照）。

縄文時代後期、各時期の様相についても述べてみ

たい。称名寺１式期では、住居は遺跡全域に散見で

きた。山根沢西側でやや多く検出されたが、住居軒

数は少なく、特定の地域に集中する検出状況ではな

い。先述の通り、確認できなかった住居もあると思

うが、少なくとも環状集落とは異なる集落へと変容

していたことが分かる。

称名寺２式期になると、山根沢東側でも多くの住

居が検出された。特に29区では、限られた範囲に

隣接するように住居を構築しており、称名寺１式期

との違いが伺える。また、29区４号住居では、住

居出入り口部に列石を伴う可能性も指摘できるが、

重複の著しい調査区であり断定することは難しい。

堀之内１式期においても、住居は限られた範囲に

隣接するように構築されており、称名寺２式期との

共通性が見いだせる。また、住居出入り口部に列石

を伴う検出例が多く確認できるようにもなる。複数

の住居が、列石を継承または共有する検出状況も見

られ、当該期の特徴とも考えられる。

堀之内２式期の住居軒数は少なく、山根沢東側で

は確認できない。集落様相も判然としない部分はあ

るが、住居出入り口部に列石を伴い、この列石を継

承または共有する傾向は継続するように思われる。

加曽利Ｂ１式期の住居も同様に、山根沢西側でわず

かに確認できただけなので、集落様相について言及
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することは難しい。堀之内２式期と同様に、住居出

入り口部に列石が伴うかどうかも判然としない。

縄文時代後期には、掘立柱建物が多く出土するよ

うになった。特に、12基の柱穴を持つ18区３号掘

立柱建物は、集落の象徴的な建物であったと思われ

る。隣接して墓坑も２基検出されており注目される。

縄文時代後期の墓域は、29区山根沢西側で確認

されてはいるが、その詳細は明らかでない。今後の

報告の際検証したいと考えている。
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第158図　横壁中村遺跡東側縄文時代後期住居時期別配置図
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後期土器の時期区分と概要

１　はじめに

今回報告する横壁中村遺跡（８）と（９）は後期

集落編で、諸般の事情から山根沢の東側を（８）、

西側を（９）で報告するが、ここで扱う後期土器の

時期区分等は共有の内容である。また、本遺跡の報

告はこれまでに７冊を刊行している。そのうち、昨

年刊行した（６）は土坑編、（７）は土器埋設遺

構・掘立柱建物・環状柱穴列・柱穴列・集石・焼土

遺構編であり、このうち後期の遺構については遺構

全体図や本節でも一部を扱っている。

２　時期区分と概要

横壁中村遺跡では、縄文時代後期のほぼ全時期の

土器が出土している。ここでは、報告対象とした各

住居出土土器を中心に、土器埋設遺構や土坑出土の

土器も一部加えて、時期区分に有効な土器を網羅的

に集成し、本遺跡出土後期土器の様相の一端を明ら

かにしておきたい。ただし、遺構外出土土器の整理

作業は未着手であり、ここに示す資料は本遺跡出土

後期縄文土器の概要に留まる。

なお、時期区分については、一般的に使用されて

いる細別型式に従うこととする。

称名寺１式期（図１～図２、１～25）

この時期の住居は20区52号住居、29区18号住

居などがある。土器は、称名寺式１式とこの地域特

有の隆線文土器が主体で、これに加曽利E式系土器

や越後地域の三十稲場式系の土器が少量加わる。

１～８は加曽利E式系統の土器で、１～３のタイ

プは大型土器が多いのだが、本遺跡では中型の土器

が目立つ。９～20は称名寺１式土器で、11は中津

式系統の文様を描く古手の土器である。18は注口

がつく小型の土器で、この時期では希な例であろう。

21・22は三十稲場式古段階の土器で、20の称名寺

１式と共に土坑内から出土している。23～25はこ

の地域特有の隆線文土器で、加曽利E式系とは異な

る８字状の文様構成をとるものが多く、隆線の交点

につくボタン状の貼付が特徴的である。本地域の大

型土器は大半がこのタイプで占められるが、この傾

向は堀之内１式段階まで残存するようだ。

称名寺２式期（図３～図４、１～37）

この時期は18区15号住居、29区4号住居などか

ら基準的な土器が出土している。特に前者は、新し

い段階の良好な資料がまとまっている。土器は称名

寺式の他に隆線文を特徴とするいわゆる茂沢類型の

一群があり、それに三十稲場式土器と隆線文土器が

加わる。

３・４は櫛歯状施文具で列点を施す一群である。

19～21は小型の壷型土器で、県内平野部では見か

けない。称名寺式特有の文様をよく留めており、１

式に遡るかもしれない。22と23は注口付浅鉢で、

22は１式の可能性もある。

14～18は茂沢類型に該当する一群で、24と25

はその浅鉢であろう。隆線の使用と交点に付くボタ

ン状貼付は、隆線文土器との関係が指摘できる。

13は器形および文様構成が14と類似するが、沈線

と列点の文様は称名寺２式土器と共通している。

27～36は隆線文土器で、大型土器の他に中型・

小型の土器も認められる。また、33・34では隆線

に押圧を加え、35・36では刻目が施される。

26は頚部に刺突文を施し、以下に縦位の条線を

施文した壷型の土器で、越後系であろうか。37は

綱取１式に先行する土器であろう。

堀之内１式期（図５～図９、１～81）

古段階では19区21号住居、19区27号住居、19

区54号住居等があり、中段階では20区47号住居、

20区82号住居、29区３号住居等が該当し、新段階

では18区19号住居、19区27号住居、20区114号

住居等がある。この時期も関東系と信州系の土器と

があり、これに越後の三十稲場式土器が少量加わる

関係は変わりない。

１～４は、器形や文様構成に称名寺式の特徴が色

濃く残る。30は越後地域に多いタイプで、口縁部

内面の大柄な同心円文様が特徴的である。32・48

後期土器の時期区分と概要
藤巻幸男
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第１図　称名寺１式期（１）
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は全面に縄文を施文したもので、東関東に多いタイ

プである。

53は称名寺式の文様を残しており、口縁部の隆

線文は図４の27と近似する。54・55は越後地域に

多いタイプであろう。63～66は三十稲場式土器で、

66は称名寺２式に遡る可能性もある。59も越後地

域の土器であろうか。67は小型の壷型土器、72・

73は注口土器で、ともに称名寺式の名残を留める。

68・69は茂沢類型の新しい段階のもので、52はそ

の系譜を引くものであろう。71は注口付浅鉢で、

この形態では最終段階のものであろう。

74～78は隆線文土器で、75～77では称名寺段

階のものに比べて口縁無文部の幅が広い。

堀之内２式期（図10～図12、１～67）

この時期の住居は19区28号住居、19区55号住

居、20区77号住居、30区35号住居等がある。小

型の深鉢や浅鉢、注口土器などでは、燻し焼成によ

る黒色の研磨が入念に施された精製と呼ぶべき土器

がつくられるようになる。また、土器の地域色は薄

れ、広域に分布する土器へと集約する傾向が認めら

れるのも、この時期の特徴であろう。

１～15は口縁部が大きく開く深鉢・鉢で、この

うち１～６は堀之内1式から２式へと推移する段階

の土器である。16～18は粗製的な大型の深鉢で、

16は深鉢特有の文様を簡略化しており、その手法

が興味深い。17の胴部上半に見られる斜位のナデ

痕は、この時期の特徴的な手法である。19は小型

の壷型土器、22・23は浅鉢で、いずれも出土量は

少ない。浅鉢の23は、堀之内１式段階の71に見ら

れる口縁部文様を内面に引き継ぎ、22ではその波

状口縁の系統を引き継いでいる。

24～43はいわゆる朝顔形深鉢で、このうち24～

26は堀之内１式から２式へと推移する段階の土器

である。45～51は加曽利B１式段階へつながる最

終の資料で、文様は単純化されている。

52～67は注口土器で、全形が残るものは少ない

が、全体に占める割合は増加している。66・67は

技巧を凝らした精緻な造りのもので、日常品の域を第２図　称名寺１式期（２）
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第８図　堀之内１式期（４）
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後期土器の時期区分と概要

脱しており、交易品的性格の可能性を想定させる。

加曽利B式期（図13～図15、１～65）

この時期の住居としては19区56号住居、20区

70号住居、30区38号住居等があるが、資料が最も

充実しているのは４号列石とその付属施設である。

４号列石は、堀之内式段階から続く大型住居の出入

り口施設に伴うものだが、この段階の土器がよくま

とまっている。この段階では、広範に分布する共通

性の強い土器に集約されるようになると共に、精粗

の使い分けが明瞭化する。出土土器は、加曽利B１

式からB２式までの段階はよく揃っているが、B３

式期の土器は少ない。器種は、精製の深鉢をはじめ、

鉢、浅鉢、注口土器、そして粗製の大型深鉢などが

認められる。

１～23は精製の深鉢で、加曽利B３式期のものは

少ない。１～８は加曽利B１式土器で、平縁と波状

口縁とがあり、平縁のものは口縁部に二山の突起が

付くものが多い。９～23は加曽利B２式土器で、大

半が平縁のタイプで、口縁部に把手を伴うものが多

い。10～12は加曽利B１式から２式へ推移する段

階の土器で、10・12では沈線帯に「の」の字文が

施され、10・11では口縁部に耳状の把手が付く。

９～23は加曽利B２式土器で、９・13は口縁部に

小さな耳状の突起が付き、14～23では立体的な大

型の把手が付く。体部文様は弧線文と対弧文で構成

されるものが多い。18は沈線間に刺突を施すタイ

プである。

24～35・37～41は鉢形の土器で、数タイプに

別けられる。24～35は体部が丸く、口縁部が内湾

するタイプの一群である。24～26は加曽利B１式

第12図　堀之内２式期（３）
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期のもので、文様は体部上半に集約されている。

27～34は加曽利B２式期のもので、底部は丸底状

を呈し、文様は体部全体に及ぶものが多い。33・

34は主文様が体部上半にあり、33は平底、34は体

部下半に斜行沈線を施す。35は体部全体に羽状沈

線文を施すもので、加曽利B３式に比定しておきた

い。37～40は体部がくの字に折れて口縁部が内傾

するタイプで、いずれも主文様は内傾する体部上半

に限られる。37～39は加曽利B２式期のもので、

38では入り組み文が見られる。40は体部下半に斜

行沈線を施すもので、加曽利B３式に比定しておき

たい。36はこの内傾するタイプに外傾する無文の

口縁がつくもの、41は体部上半が直立するタイプ

のもので、いずれも加曽利B２式期に比定される。

42～47は注口土器である。42・43・46は細密

沈線で文様を構成するもので、加曽利B１式期に比

定される。47は18と同様の文様を施すもので、注

口部の付け根に耳状の突起がつく。加曽利B２式期

に比定される。44・45は東北地方南部に分布する

瘤付土器で、高井東式期に含めるべきか。

48～51は浅鉢である。50・51は内面施文の土

器で、加曽利B１式期に比定される。49は口縁が波

状を呈するもので、加曽利B２式期に該当する。

52～59はいわゆる粗製の深鉢で、大型の土器が

多い。52・54～56は口縁部に押圧を伴う隆帯が２第15図　加曽利Ｂ式期（３）
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第16図　高井東式期
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条めぐり、胴部に縦位の弧状沈線文が施される。

53は体部に格子目状沈線が施される。57は地文に

縄文を施すもので、口縁部をめぐる隆帯は１条のみ

である。58・59は口縁部に沈線で文様帯を構成す

るものである。以上の土器はいずれも加曽利B１式

に比定されよう。

60～65は半粗製の一群である。60～63は羽状

沈線文を施すもので、62・63では一部格子目状と

なる。加曽利B２式に比定されよう。64・65は内

折する口縁部に縄文を施すもので、64は胴部に羽

状沈線文が施される。加曽利B３式に比定されよう。

高井東式期（図16、１～29）

この時期では30区34号住居、30区38号住居が

あるが、全容を伺える資料は少ない。また、29区

西側には配石墓群があり、その周囲の住居上面から

もこの時期の土器が出土している。

１～５は精製土器の様々な把手、６～８は大波状

口縁の土器である。９は全面赤色塗彩の土器、22

はこの時期の浅鉢であろう。大型品では、胴部に羽

状沈線を施すタイプ（23）や口縁部に隆帯を施す

タイプ（27～29）が認められる。

後期終末～晩期初頭（図17、１～18）

本遺跡では今のところ、この時期に該当する住居

は確認されていない。

１・２は30区36号住居の炉辺に埋設されていた

土器で、安行１式期に比定されよう。１は器形や口

縁部貼付文は高井東式に類似し、文様は瘤付土器に

類似する。２は刻目がつく粒状の貼付文を多用して

おり、安行２式とすべきか。３・４は沈線間に刺突

状の刻みが施され、粒状の貼付が伴う。瘤付土器の

系統であろう。７～11は安行１式、12・13は安行

２式に該当する。14～16は入組三叉文を施すもの

で、晩期安行３ａ式に比定されよう。17は玉抱き

三叉文を施す大洞B１式に、18は羊歯状文を施す大

洞BC式に該当する。

３、おわりに

本遺跡出土の後期土器は、群馬県平野部に分布す

る関東系の土器と信州系の土器とが相半ばしてお

り、これに越後系の土器が少数加わる傾向が認めら

れた。こうした傾向は早期や中期後半の土器にも認

められる特徴で、本地域の独自性を示している。

今回は概要を一瞥したに過ぎないが、今後に予定

されている遺構外出土遺物の整理作業を待って、さ

らに詳細な検討を行いたいと思う。
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第17図　後期末～晩期初頭



はじめに

横壁中村遺跡は、群馬県吾妻郡長野原町に所在す

る。本遺跡は、八ッ場ダム建設に伴う発掘調査で、

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団により、平成8

（1996）年～同16（2004）年まで実施された。本

遺跡では、住居及び土坑から主に縄文時代の焼骨

（獣骨）が多数出土しているが、今回は29区6号住

居出土獣骨を報告する。今回報告する獣骨も、すべ

て焼骨である。

本住居は、柄鏡形敷石住居で方形石囲炉を伴い、

称名寺２式縄文土器を伴出しており、時代は縄文時

代後期に比定されている。報告書担当者の黒澤照弘

氏によれば、同氏が担当して平成20（2008）年3

月に刊行した『横壁中村遺跡（6）土坑編』で本報告

者が出土獣骨を報告した29区3号土坑は、土坑では

なく本住居覆土の一部である可能性が高いという。

この、29区3号土坑からは、ニホンジカ（Cervus

nippon）の右上腕骨遠位端片・右橈骨近位端片・

右大腿骨遠位端片やニホンイノシシ（Sus scrofa）

の左頭頂骨片が出土している（楢崎, 2008）。

また、今回の獣骨の同定でも、ニホンジカ及びニ

ホンイノシシが同定されたので、以下にニホンジカ

とニホンイノシシに分けて報告する。これらの獣骨

は、大きな傾向として、頭蓋骨片が少なく、四肢骨

片が多いという点が共通して認められる。しかしな

がら、小片が多いため、同定可能で報告に耐える獣

骨は少ない。なお、獣骨の計測方法は、フォン・デン・

ド・リーシュ［von den Driesch］の方法に従った

（von den Driesch, 1976）。

１．ニホンジカ（Cervus nippon）

ニホンジカと同定された部位は、左踵骨である。

白色を呈しており、約900℃以上で焼成されたと推

定される。ほぼ完形で、最大長［GL］約90mm・

最大幅［GB］約25mmである。カットマークは、

認められなかった。シカでは、上腕骨・脛骨・橈

221

横壁中村遺跡29区６号住居出土獣骨

横壁中村遺跡29区６号住居出土獣骨
楢崎修一郎

図１.横壁中村遺跡29区６号住居出土ニホンジカ

出土部位図（八谷・大泰司、1994を改変）

写真３.横壁中村遺跡29区６号住居出土

ニホンジカ左踵骨外側面観

写真２.横壁中村遺跡29区６号住居出土

ニホンジカ左踵骨上面観

写真１.横壁中村遺跡29区6号住居出土

ニホンジカ左踵骨内側面観

左踵骨 



骨・下顎骨にカットマークが多いという（本郷、

1991）。骨化は完了しており、成獣である。性別は、

不明である。

２．ニホンイノシシ（Sus scrofa）

ニホンイノシシと同定された部位は、右尺骨滑車

部・中手骨頭部・左踵骨である。どれも、白色を呈

しており、約900℃以上で焼成されたと推定される。

（１）右尺骨滑車部

全長約35mmの右尺骨滑車部である。カットマー

クは、認められなかった。性別及び死亡年齢は、不

明である。

（２）中手骨頭部

幅約14mmの中手骨頭部である。骨化は、完了し

222
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図２.横壁中村遺跡29区６号住居出土

ニホンイノシシ出土部位図

写真８.横壁中村遺跡29区６号住居出土

ニホンイノシシ左踵骨外側面観

左 
   踵 
     骨 

写真６.横壁中村遺跡29区６号住居出土

ニホンイノシシ左踵骨内側面観

写真７.横壁中村遺跡29区６号住居出土

ニホンイノシシ左踵骨上面観

写真４.横壁中村遺跡29区６号住居出土ニホンイノシシ左尺骨

写真５.横壁中村遺跡29区６号住居出土ニホンイノシシ中手骨

ていない状態である。この骨化は、約3歳前後で完

了すると言われているので、死亡年齢は、約3歳以

下であると推定される。性別は、不明である。

（３）左踵骨

一部、遠位端及び外側面が破損している。最大長

［GL］は現状で約（62mm）・最大幅［GB］約

18mmである。

わずかなカットマークが、外側面に認められた。

イノシシでは、寛骨・距骨・踵骨・脛骨・上腕骨に



カットマークが多いという（本郷、1991）。骨化は

完了しており、成獣である。性別は、不明である。

考察

横壁中村遺跡の29区6号住居より、縄文時代後期

の獣骨が出土した。

東日本の縄文時代後晩期の遺跡からは、イノシシ

及びシカを中心とした獣骨の焼骨が出土することが

知られている。これら東日本の事例として、道平遺

跡［福島県］（茂原他, 1983）・乙女不動原北浦遺

跡［栃木県］（茂原他, 1982）・元屋敷遺跡［新潟

県］（富岡・浅利, 2002）・郷土遺跡［長野県］

（金子, 1990b）・円光房遺跡［長野県］（金子,

1990a）・金生遺跡［山梨県］（金子, 1989）・原

ヶ谷戸遺跡［埼玉県］（宮崎, 1993）・なすな原遺

跡［東京都］（金子, 1984）等がある。

群馬県においては、千網谷戸遺跡［桐生市］（宮

崎, 1978）・矢島遺跡［明和町］（宮崎, 1991）・矢瀬

遺跡［みなかみ町］（宮崎, 2005）等の遺跡が知ら

れている。また、まだ報告書が継続して刊行中であ

り全容は不明であるが、本横壁中村遺跡の20区

382号土坑・29区33号土坑（楢崎, 2008）、同20

区95号住居・30区33号住居・30区36号住居（楢

崎, 2009b）において、ニホンジカやニホンイノシ

シが出土している。さらに、同遺跡においては初め

て、30区33号住居から焼人骨が出土している（楢

崎, 2009a）。

これらの解釈として、再葬（阿部, 2004）・火

と浄め（金子, 1984）・狩猟儀礼（新津, 1985）・骨

髄食と住居火災（宮崎, 1980）等が考えられてい

る。最近、この解釈に加えて、確実な死をとげて浄

化されるまでの間に、人への災いを防ぐため獣骨を

焼く儀礼が行われたという新解釈もなされている

（設楽, 2008）。

また、シカとイノシシを巡る動物観については、

縄文時代の獣骨はシカが39.3%・イノシシが37.3

%とほぼ同比率で出土するのに対し、動物形土製品

ではイノシシ形土製品は100例以上認められるが、

シカ形土製品はほとんど無く、弥生時代になると、

シカの線刻や像が急増する事実から、縄文中期後半

から縄文人の動物観が変化した可能性が指摘されて

いる（西本, 2008）。

縄文時代後晩期は、気候変動に伴い、遺跡数及び

人口の減少がもたらされた時代であると考えられて

いる。獣骨に成獣が少なく、幼獣が多いことは、狩

猟圧に伴い、幼獣まで狩猟しなければならなかった

のか、あるいは、儀礼のために幼獣をわざわざ選択

したのかのどちらかであると推定される。

まとめ

横壁中村遺跡の縄文時代後期に属する柄鏡形敷石

住居である29区6号住居から、ニホンジカ及びニホ

ンイノシシの焼骨が出土した。これらは、ニホンジ

カの左踵骨、ニホンイノシシの右尺骨・中手骨・左

踵骨である。2008年にすでに報告済みの本遺跡29

区3号土坑は、この29区6号住居と同じである可能

性が高いため、以下に前回報告分と合わせてみる。

29区3号土坑からは、ニホンジカの右上腕骨遠位

端・右橈骨近位端・右大腿骨遠位端及びニホンイノ

シシの左頭頂骨が出土している（楢崎, 2008）。こ

れに、今回報告の左踵骨が加わることになる。

貝塚出土のシカとイノシシの部位別出土率を研究

した結果では、シカでは下顎骨・肩甲骨が多く、そ

の他上腕骨遠位部・脛骨遠位部・踵骨・大腿骨近位
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横壁中村遺跡29区６号住居出土獣骨

図３.横壁中村遺跡29区６号住居及び29区３号土坑出土

ニホンジカ出土部位図（八谷・大泰司、1994を改変）

右大腿骨 
左踵骨 

右上腕骨 

右橈骨 



部となり、イノシシでは下顎骨・上腕骨遠位部・脛

骨遠位部・肩甲骨・踵骨となるという（西本,

1995）。また、他の研究では、シカでは肩甲骨・上

腕骨遠位部・脛骨遠位部・踵骨・距骨・尺骨・寛骨

が多く、イノシシでは肩甲骨・上腕骨遠位部・尺

骨・踵骨・寛骨が多いという結果も報告されている

（真貝, 1996）。さらに、鳥浜貝塚出土シカとイノ

シシの分析では、シカは集落本拠地であり、イノシ

シは狩猟キャンプであると推定され、シカの狩猟時

期は夏～秋（8月～9月）にかけて捕獲し、イノシ

シの狩猟時期は1年を通じて捕獲したが、特に冬～

春にかけて集中的に捕獲したと推定されている（内

山, 2005・2007）。

横壁中村遺跡の場合、現時点では、シカが多くイ

ノシシが少ない傾向があり、かつ頭蓋骨や下顎骨が

少なく四肢骨が多い傾向にある。これは、何を意味

するかは全貌を待たなければならないが、現代のハ

ンターが行うような頭蓋骨を別の場所に捧げるとい

うような行為もあったのかもしれない。

引用文献［著者名のアルファベット順］
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